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「広報おけがわ」は自治会で配付されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。希望する人は秘書広報課☎788-4901へ。

4 月号の締め切りは、2 月 9 日㈮です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

開
催
し
ま
す

■
精
神
保
健
福
祉
を
考
え
る
映
画
会
「
あ

げ
お
福
祉
会
後
援
会
」

２
月
23
日
（
金
・
祝
）
13
時
30
分
～
16
時

20
分
（
13
時
開
場
）
／
上
尾
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
150
人
／
参
加
費
500
円
／

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
「
夜
明
け
前
の
う

た
～
消
さ
れ
た
沖
縄
の
障
害
者
」
の
上
映

と
障
害
当
事
者
・
家
族
に
よ
る
体
験
発

表
。
申
込
み
はhttps://form

s.gle/
BPgW

b95kw
hoYZeM

Z6

ま
で
／

あ
げ
お
福
祉
会
後
援
会
☎
777
‐
２
１
８
８

■
無
料
相
談
会
「
ベ
ニ
バ
ナ
相
談
会
」

２
月
11
日
㈰
正
午
～
16
時
／
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
相
続
遺
言
と
困
り
事

相
談
等
／
會
田
☎
786
‐
１
４
１
２

募
集
し
ま
す

■
ガ
イ
ド
付
「
文
化
観
光
ウ
ォ
ー
ク
」
で

健
康
と
仲
間
作
り
：
新
規
会
員
募
集
「
べ

に
花
健
歩
会
」

３
月
30
日
㈯
～
／
総
会
＆
岩
槻
区
、鎌
倉
、

玉
川
上
水
緑
道
、流
山
、谷
中
、お
鷹
の
道
、

王
子
等
、
電
車
利
用
。
塩
船
観
音
寺
＆
御

岳
山
、
城
峯
公
園
周
辺
バ
ス
ウ
ォ
ー
ク
。

玉
原
高
原
・
沼
田
、
水
上
周
辺
宿
泊
バ
ス

ウ
ォ
ー
ク
／
先
着
10
人
／
年
額
個
人
３
千

円
、
家
族
（
２
人
）
５
千
円
／
75
歳
以
上

は
お
試
し
参
加
で
歩
行
判
定
／
結
成
20
周

年
。
会
員
は
桶
川
・
上
尾
中
心
に
約
80

名
。
５
～
10
キ
ロ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ

ん
か
。【
同
好
会
運
営
】
会
員
限
定
。
お

試
し
参
加
歓
迎
／
小
林
☎
080
‐
２
０
４
８

‐
４
５
１
１
（
8
時
～
19
時
）

■
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
「
桶
川
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
」

２
月
28
日
㈬
９
時
～
11
時
30
分
※
雨
天
時

29
日
㈭
／
下
日
出
谷
中
央
公
園
／
会
費
300

円
（
当
日
徴
収
）
／
初
心
者
大
歓
迎
。
老

若
男
女
問
わ
ず
誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。多
数
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
前
申
込
の
上
参
加
。
マ
ス
ク
着
用
／
髙

橋
☎
728
‐
４
９
１
８

■
俳
句
「
百
日
紅
俳
句
会
」

毎
月
第
２
日
曜
日
13
時
～
17
時
／
さ
い
た

ま
文
学
館
／
毎
月
１
回
300
円
／
老
若
男
女

誰
で
も
／
和
気
藹
々
と
楽
し
い
句
会
で
す

／
宮
城
☎
786
‐
６
８
２
６

■
剛
柔
流
「
桶
川
空
手
道
会
」

毎
週
土
曜
日
17
時
30
分
～
19
時
／
サ
ン
・

ア
リ
ー
ナ
／
月
額
３
千
円
（
親
子
・
兄
弟

姉
妹
２
人
以
降
千
円
）
／
５
歳
前
後
か
ら

社
会
人
、
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
／
伝
統
の

沖
縄
剛
柔
流
空
手
道
を
通
じ
て
、
一
人
ひ

と
り
の
精
神
力
と
体
力
を
培
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
見
学
・
体
験
歓

迎
。
詳
し
く
は
、「
Ｉ
Ｋ
Ｏ
桶
川
空
手
道

会
」
で
検
索
／
三
浦
☎
090
‐
８
６
４
２
‐

１
６
３
４

■
剣
道
で
〝
丈
夫
な
体
〟〝
頑
張
る
心
〟

を
「
桶
川
剣
道
連
盟
」

①
毎
週
水
曜
日
18
時
～
19
時
30
分
②
毎
週

土
曜
日
９
時
～
10
時
30
分
③
毎
週
日
曜
日

９
時
～
10
時
30
分
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
／

入
会
金
２
千
円
、
月
額
２
，
５
０
０
円

（
兄
弟
割
あ
り
）
／
Ｈ
Ｐ
は
「okeken

」

で
検
索
／
梅
澤
☎
090
‐
４
７
０
３
‐

５
１
３
９

■
会
員
募
集
「
和
菓
子
作
り
の
会
」

毎
月
第
４
土
曜
日
10
時
～
正
午
／
桶
川
公

民
館
／
１
回
千
円
／
四
季
折
々
の
和
菓
子

を
毎
回
二
種
類
位
作
り
、
お
持
ち
帰
り
で

き
ま
す
／
坂
本
☎
728
‐
４
６
１
６

桶川市民秋季卓球大会結果

桶川市ソフトボール シニア大会結果

と　き▶ 11 月 5日㈰
ところ▶サン・アリーナ
主　催▶桶川市卓球連盟
成　績

▶

と　き▶９月24日㈰～11月26日㈰のうち５日間
ところ▶総合運動場
参加人数▶６チーム（108 人）
主　催▶桶川市ソフトボール連盟
成　績▶ チーム名

優勝 桶川プリンスＡ

準優勝 加納サンライズ

第3位 下日出谷オールディーズ

令和₅年度

一般男子ダブルス

氏名 所属

優勝 関根　桂
永瀬　史雄 桶川コスモス

第２位 平野　裕
西田　仁 ちどり

第3位

新井　美智穂
相良　幸夫 フモールクラブ

遠藤　敏男
菊池　満 桶川カットクラブ

一般女子ダブルス

氏名 所属

優勝 加藤　洋子
手塚　和子

ちどり
卓楽会

第２位 谷口　裕子
岡島　和子 ちどり

第3位

高山　道子
曽我　好子 桶川コスモス

秋谷　貴子
戸口　光代 桶川卓球クラブ

中学2年生　シングルス（男女混合）

氏名 学校名

優勝 古森　清史郎 桶川中学校

第２位 石塚　湧翔 桶川中学校

第3位 千葉　直輝
後藤　紘太朗 桶川中学校

中学1年生　シングルス（男女混合）

氏名 学校名

優勝 加藤　結衣 桶川東中学校

第２位 杉江　亮祐 桶川東中学校

第3位 松澤　岳志
佐藤　結奈

桶川中学校
桶川東中学校

一般ミックスダブルス

氏名 所属

優勝 関根　桂
曽我　好子 桶川コスモス

第２位 神宮　正義
綿貫　美江 桶川コスモス

第3位

谷口　裕子
岡島　和子 ちどり

加藤　齊
石黒　久美

フモールクラブ
桶川卓球クラブ

　「
古こ

文も
ん
じ
ょ書
」と
は
、
江
戸
時
代
以
前

に
書
き
記
さ
れ
た
公
文
書
や
私
文
書

で
、
過
去
の
時
代
を
考
証
す
る
史
料
の

こ
と
で
す
。
古
文
書
に
書
か
れ
て
い
る

字
は
、
一
般
的
に
文
字
を
つ
な
げ
て
書

く
草そ
う
し
ょ
た
い

書
体
で
書
か
れ
て
い
て
、「
く
ず
し

字
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
古
文
書
を

丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
桶
川
の
歴

史
の
新
た
な
一
側
面
が
見
え
て
き
ま
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
て
見
え
て
き
た
新
た

な
発
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
市
内
倉
田
の
明
星
院
に
は
数
多
く
の

古
文
書
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け

て
の
12
点
が
「
明
星
院
文
書
」と
し
て
埼

玉
県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
明
星
院
様
の
ご
協
力

の
も
と
、
同
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る「
御ご

朱し
ゅ
い
ん
ば
こ

印
箱
」に
納
め
ら
れ
て
い
た
11
点
の
古

文
書
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
に

あ
る
多た

聞も
ん
い
ん院

住
職
が
書
い
た
も
の
と
推

測
さ
れ
、
そ
の
う
ち
7
点
は
明
星
院
文

書
の
「
写う
つ
し」だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
詳
細
な
年
代
は
不
明
で
す
。

　
7
点
の
「
写
」の
中
に
、
天
正
十
九
年

六
月
六
日
付
の
「
伊い

な奈
忠た
だ
つ
ぐ次
手て

形が
た
」が
あ

り
ま
し
た
。

伊
奈
忠
次

は
、
徳
川

家
康
の
家

臣
で
あ
り
、

代だ
い

官か
ん

頭が
し
ら

と

し
て
活
躍

し
た
人
物

で
す
。
忠

次
が
現
在
の
伊
奈
町
小
室
を
所
領
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
領
内
に
所

在
し
た
有
力
寺
院
で
あ
る
無む
り
ょ
う
じ

量
寺
閼あ

か伽

井い

坊ぼ
う

は
領
地
を
明
け
渡
し
、
明
星
院
へ

と
移
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
当
時
未
開

発
地
で
あ
っ
た「
小こ

針ば
り
宮み
や
や
ま山
」と「
春か
す
が日
立た
て

野の

」と
い
う
二
か
所
を
田
に
開
発
す
れ
ば
、

無
量
寺
閼
伽
井
坊
に
与
え
る
と
い
う
約

束
が
書
か
れ
た
も
の
が
「
伊
奈
忠
次
手

形
」で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
こ

の
二
か
所
の
具
体
的
な
場
所
が
不
明
で

し
た
。

　
残
り
の
4
点
の
古
文
書
の
中
に
、「
伊

奈
忠
次
手
形
」の「
写
」に
付ふ

箋せ
ん
の
よ
う
に

の
り
付
け
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
小
さ
な
紙
片
が
あ
り
ま
し
た
。
驚

い
た
こ
と
に
、
こ
の
小
さ
な
紙
片
に
新

た
な
発
見
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
針
宮
山
ト
申
者
小
針
領
家
村
江
入
込
居
り
候

只
今
之
氷
川
宮
社
地
ニ
御
座
候
春
日
立
野
ト

申
者
内
宿
羽
貫
両
村
入
会
罷
在
候
田
畑
ニ

相
成
高
弐
拾
四
石
弐
斗
弐
升
八
合
御
座
候

◀︎「
の
り
付
け
さ
れ
て
い
た
紙
片
」

　
小
さ
な
紙
片
を
解
読
す
る
と
、
こ
れ

ま
で
具
体
的
な
場
所
が
分
か
ら
な
か
っ

た
「
小
針
宮
山
」と
「
春
日
立
野
」の
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
て
、「
小
針
宮
山
」は
、

市
内
小
針
領
家
の
氷
川
諏
訪
神
社
敷
地

に
あ
っ
た
こ
と
や
「
春
日
立
野
」は
、
伊

奈
町
の
内う
ち

宿じ
ゅ
く

・
羽は

貫ぬ
き

両
村
の
共
有
地
で

あ
る
入い
り
あ
い会
地ち

で
、
高
二
十
四
石
二
斗
二

升
八
合
の
田
畑
に
開
発
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
古
文
書
の
解
読
は
地
道
な
作
業
で
す

が
、
地
域
の
魅
力
あ
る
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
今
後
も
古
文
書
の
調
査

を
継
続
的
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
身
の
回
り
に
あ
る
古
い
文
書
や
記
録

類
な
ど
、
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
文
化
財
課
ま
で
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
文
化
財
課
☎
786
‐
4
0
0
9

明
星
院
文
書
の
新
た
な
発
見

▲「伊奈忠次手形（写）」
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